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　郷土出身の実業家・故徳生忠常氏が収集した作品を中心に、昭

和６１（１９８６)年に開館。約４２０点を数える所蔵品は、黒田清

輝、藤島武二から松本竣介、中村彝（つね）ら近代洋画に大きな足

跡を残した画家たちの作品から、郷土出身画家やピカソ、ルオー、

ミロ、シャガールなど海外作品も所蔵しており、近代を彩る画家た

ちの作品を幅広く鑑賞することができる。

　また、国宝「伊予国奈良原山

経塚出土品」一括（奈良原神社

所有）を収蔵し、年２回一般公

開を行っている。これは昭和９

（1934）年、玉川町内の楢原山

頂にある奈良原神社境内で雨乞

い祈禱のための清掃中、偶然発

見された経塚からの出土品。平

安時代末期の優れた工芸品であ

り、地域のかけがえのない宝と

なっている。

　朝倉ふるさと美術古墳館は郷土の遺跡・遺物の保存と研究、並びに、文化意識の啓発を目的とし、

平成２年５月１日(新館は平成７年５月１日）に開館。朝倉地域は、古い歴史をもった県下最大規模を誇る

古墳群を抱えており、発掘された数多くの埋蔵文化財のうち、代表的な出土品を１階考古室に展示し

ている。この歴史と文化の里「朝倉」の貴重な文化財が保存される中、古代の先祖に思いを寄せ、人々

の文化と歴史に対する認識を高めるとともに、後世に伝承する場として開館以来、多くの来館者を数

え、大学の専門家や研究者たちの注目も集めている。

　また、２階企画展示室では郷土芸術家の美術作品を収集し館蔵品展として展示し、併せて郷土で活躍す

る芸術家や工芸作家の国内外展覧会入賞作品などの企画展も開催し、地域文化の向上と潤いある地域づく

りの場所としても活用されている。

　さらに新館ではグランドピアノ（寄贈品）が置かれ、地域のピアノ愛好家の自由な演奏の場として

利用も多く、ピアノ教室の発表会やプロピアニストのコンサート開催、そして市内合唱団やオーケス

トラの練習場として多目的に活用されるなど、地域の芸術芸能の発展に大きく寄与している。
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　朝倉ダム周辺の豊かな水と

緑に恵まれた公園で、水遊び

ができる親水池やキャンプ場

などがあり、バーベキューハ

ウス（要予約）が利用できる。

春には桜の名所となっている。
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千

（一般には非公開）

天満神社の境内にある
チシャの木は、ムラサ
キ科の落葉高木で、四
国、九州、沖縄、台湾
の低地に自生するが、
しばしば人家に植えら
れる。葉がカキノキの
葉によく似るのでカキ
ノキダマシの別名があ
る。果実は核果となり
小球形で径４～５mm、
黄色に熟す。

千疋のサクラの名は南朝方の兵１０００騎の馬をつなぐ
にあまりあるほどの桜の木があったことに由来すると
いう。古くから四国の吉野といわれ、桜も巨樹が多かっ
たが、その桜も老樹のため次第に枯死し、桜の本数が
少なくなっている。

文化年間（１８０４-１８１７）、今治藩士戸塚政興「今治夜話」
の中に今治八景をあげているが、「八幡山秋月」、「作礼
山夜話」と記すほど古くから風景の優れた地である。

光林寺は大宝元（７０１）年、文武天皇の勅命を受けた徳蔵上

人によって、奈良原山山頂の蓮花寺と共に建立。光林寺の住持、

圓職上人代の大同元（８０６）年、唐より帰国途中の空海上人

（弘法大師）が、奈良原山の蓮花寺にて密教の修法を行った。

また、空海上人（弘法大師）は光林寺にしばらく止住され密

教を伝授し、これより後、光林寺は法相・三論兼布の寺であっ

たのを密教弘通の真言宗の寺となったと伝えられている。


